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 岡崎嘉平太記念館
おかざきかへいたきねんかん

ホームページには 、 

「最近
さいきん

の岡崎嘉平太記念館
おかざきかへいたきねんかん

」、｢電子
でんし

ブック 

図書館
としょかん

｣など、広
ひろ

く皆様
みなさま

に知
し

っていただき 

たい 新
あたら

しい情報
じょうほう

を掲載
けいさい

するよう心
こころ

がけて 
 

います。 

 そして新
あら

たに、岡崎嘉平太先生
おかざきかへいたせんせい

の様々
さまざま

な

言葉
ことば

をホームページを開
ひら

くたびにご覧
らん

いた 

だけるようになりました。現代
げんだい

に生
い

きる 

身
み

にしみる言葉
ことば

ばかりです。どうぞ、何度
なんど

で

もご覧
らん

になってください。 
 

(図は、ホームページのトップページの様子) 

   

岡崎嘉平太記念館ホームページ紹介 

岡崎嘉平太記念館のホームページをご紹介します。 
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OKAZAKI KAHEITA MEMORIAL HALL 

だより 

▼
明
治
一
八 

年(

一
八
八
五
年)

岡
山
県

井
原
市
芳
井
町
で
生
ま
れ
た
。
高
等 

小
学
校
中
退
後
、
大
阪
に
奉
公
に 

出
た
。
二
七
歳
で
キ
リ
ス
ト
教
に 

入
信
し
牧
野
牧
師
と
出
会
う
。
大
正

二
年
に
牧
野
牧
師
の
奨
め
で
参
天
堂

の
目
薬
販
売
員
と
し
て
中
国
に
渡

り
、
中
国
人
と
寝
食
を
共
に
し
な
が

ら
揚
子
江
の
流
域
で
商
売
。
大
正
六 

年
に
上
海
で
内
山
書
店
を
開
く
。
魯
迅

氏
や
郭
沫
若
氏
等
の
中
国
知
識
人
と

交
わ
り
、
特
に
魯
迅
氏
と
の
親
交
は 

深
か
っ
た
。 

岡崎嘉平太記念館 

Vol.12 

 

昭
和
二
二
年
に
日
本
に
強
制
送
還 

さ
れ
た
が
、
日
中
友
好
を
唱
え
て 

全
国
を
八
〇
〇
回
以
上
講
演
し
て
ま

わ
っ
た
。
昭
和
二
五
年
に
日
中
友
好 

協
会
創
立
に
参
加
し
、
初
代
理
事
長

を
務
め
、
中
国
残
留
孤
児
引
き
揚
げ 

や
日
中
関
係
改
善
に
尽
力
し
た
。 

 

昭
和
三
四
年
に
病
気
療
養
の
た
め 

の
訪
中
の
際
に
脳
溢
血
で
倒
れ
逝
去

(

七
四
歳
・
一
九
五
九
年)

上
海
万
国 

公
墓
に
埋
葬
さ
れ
た
。 

 

本
年
は
、
内
山
完
造
氏
没
後
五
〇 

年
に
あ
た
る
。

  
  
  
   

  
  
  
  
   

  
  
  
  
 

 
 

  

彼
は
軍
嫌
い
で
す
か
ら
ね
、
彼
に
会
う
と
軍
の
悪
口
を
言
う
ん
で
す
よ
。
し
か
し
、
勇
敢
だ
っ
た
で
す
よ
。 

中
国
人
を
苛
め
る
こ
と
は
非
常
に
悪
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
た
。
そ
の
点
で
は
、
僕
ら
と
同
じ
考
え
方
な
ん

で
す
。
軍
の
関
係
で
行
っ
て
い
る
も
の
は
あ
ま
り
完
造
さ
ん
を
好
き
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
ね
。
で
も
、
負
け
て 

か
ら
は
仲
良
く
な
っ
た
で
す
よ
。 

 

完
造
さ
ん
は
本
当
に
中
国
が
好
き
だ
っ
た
人
で
す
。
中
国
人
の
中
で
生
き
て
い
た
日
本
人
で
す
。 

 

あ
の
人
が
い
つ
頃
か
ら
上
海
へ
行
っ
て
い
た
か
は
よ
く
知
ら
な
い
の
で
す
が
、
日
露
戦
争
の
後
、
日
本
人

が
行
商
人
み
た
い
に
な
っ
て
、
も
の
を
売
り
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
ね
。
そ
の
一
人
な
ん
だ
そ
う
で 

す
。
そ
れ
で
中
国
の
方
言
を
よ
く
喋
る
よ
う
に
な
っ
て
る
ん
で
す
。 

 
人
が
い
い
ん
で
す
。
悪
く
勘
ぐ
れ
ば
、
中
国
人
と
仲
良
く
し
な
け
れ
ば
、
飯
が
食
え
ん
と
い
う
状
態
で
も

あ
っ
た
で
し
ょ
う
け
ど
、
あ
の
人
は
そ
う
い
う
策
略
で
は
な
し
に
、
本
当
に
中
国
人
が
好
き
に
な
っ
て
ま
し

た
ね
。
私
な
ん
か
で
も
中
国
人
が
好
き
で
す
よ
。
中
国
人
は
す
べ
て
に
非
常
に
寛
大
で
す
よ
。
我
々
も
随
分

中
国
人
に
は
世
話
に
な
っ
て
る
。
だ
か
ら
、
中
国
人
を
苛
め
る
理
由
が
無
い
で
す
よ
。
軍
が
苛
め
る
か
ら 

仕
方
が
な
い
と
い
う
感
じ
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

『
岡
崎
嘉
平
太
伝
』
よ
り
抜
粋  

 
 

 

 
 

内
山
完
造
氏
と
妻
み
き
氏 

U
T

IY
A

M
A

  K
A

N
Z

O
U
 



 岡崎嘉平太がめざした世界平和への道を考える 第八回講演会 開催    

                 平成２１年１０月１７日（土） 

講師の日髙
ひだか

 一
はじめ

先生 

  片岡良仁先生は、岡山県井原市芳井町出身で本年が没後５０年 

にあたる内山完造氏の生涯をお話くださいました。人を信用し相手 

の立場に立って、相手を尊重する生き方を身をもって貫かれた 

内山氏の生き方から、平和へつながる一人一人のあり方を教え 

られました。 

 内山完造氏は３５年間にわたり上海で生活し、中国の人たち 

と親しく交わられ魯迅氏や郭沫若氏などの中国知識人とも深い 

親交がありました。また戦後、日中友好協会初代理事長を務め 

られるなど、日中友好の礎を築かれました。 

  片岡先生はご住職であり、また「先人顕彰会・井原」幹事長を 

務められています。生まれ育った故郷に誇りを持ってもらいたいとの 

想いが先人顕彰活動のきっかけで教育普及活動にも力を注がれて 

います。 

講師の片岡
かたおか

良仁
りょうにん

先生 

岡崎氏が上海・内山書店  

  で購入した書籍 

 日髙一先生には敗戦後の旧満州での体験を話していただきました。 

『前事不忘 後事之師』は岡崎氏がよく揮毫された言葉で、戦後 

６４年を経ても戦争の惨禍を過去の事として忘れてはならないと

身に迫って感じ平和の尊さを思い知りました。 

 日髙先生は､中学生の時に終戦を旧満州 

で迎えられ、敗戦の混乱で家族五人を亡く 

された体験を、兵役で内地におられたお父 

様へ報告するために『間島の夕映え』を著さ 

岡崎嘉平太氏揮毫 

「前事不忘 後事之師」 

日本人としての良心の呵責があられた」と述懐されました。また 

「岡崎氏は“日本はアジアの国だから近隣諸国と仲良くしないと 

いけない。満州事変以降の日本の戦争をしっかり勉強して相手と 

話さないといけない”と説かれていた。そういうことを胸に止めて 

話しているかどうかは、相手方に伝わる」と話されました。  

  日髙先生は、岡崎氏の印象を「人間としての基本的な優しさや 

思いやりを感じておりました」と話されました。そして、岡崎氏が 

「中国東北部へは足が重い」と何回も話されていた事を明かされ 

「岡崎先生は、旧満州が日本の侵略によってできた傀儡国家で、 
かいらい 

れて送ってもらい、お二人の交流が始まったそうです。      

れました。それを岡崎氏が偶然に読まれて日髙先生に手紙を書か   

■ 日髙先生のご著書『間島の夕映え』を貸し出せます。記念館にお問い合わせください 

 

岡崎氏所有の間島の夕映え 
 

見開きには日高氏に直接手紙  を出し送ってもらったことが、  記されている 

かんとう 

  第八回講演会並びに企画展の開催 

    平成21年度 企画展『岡崎嘉平太とふるさと岡山』を開催        

            平成２１年９月２２日（火）～同年11月30日(月) 

  

大和小･中学校の子供達 

 からの礼状(岡崎氏は母校 

 大和小学校に約1500冊の 

 図書を寄贈しました) 

美土路昌一氏からの書簡 

  岡崎嘉平太氏がこよなく愛したふるさと岡山との関係を 

紹介する企画展を開催しました。岡崎氏生誕の地、吉備 

中央町は、親戚も多くお墓もあり、戦時中には母のぶ氏 

やご子息が疎開され、深いつながりがあります。 

 岡崎氏は幼なじみや恩師との交流や大和山への登頂等 

を晩年にはことさら楽しみにしておられました。また、 

岡山の発展には援助を惜しまれず、岡山県企業誘致委員会 

委員、岡山青年会会長等の役職をもち、たびたび岡山に 

 

 

帰っておられました。岡崎氏は年賀状を数千枚出されるほど交遊が広く、このたびのご紹介 

は一端に留まりましたが、来館者は写真に懐かしそうに見入られ岡崎氏と親交のあった岡山 

出身の偉人 犬養木堂翁や土光敏夫氏、内山完造氏らとの交流や功績を偲ばれていました。 

展示品の一部をご紹介します。 

 

会場の様子 

  岡崎嘉平太先生と親交があり、当記念館に展示しております岡崎 

先生が岡山県名誉県民称号を受けられた際の肖像画をお描きになら 

れた画家秋山清水先生が本年四月お亡くなりになりました。 

 岡崎嘉平太記念館にも大変温かいご支援をいただいておりました。 

謹んでご冥福をお祈り申し上げます。 

犬養木堂翁からの書簡など 

  

岡
崎
氏
が
日
髙1

氏
に
宛
て
た
は
が
き 

  

よ
り
抜
粋 

  

「
敗
戦
三
十
三
回
忌
の
今
年
は 

 

終
戦
記
録
と
い
っ
た
こ
と
が
新
聞
紙
上 

 

賑
わ
し
て
い
ま
す
。読
む
に
堪
え
ま
せ
ん
が 

 

こ
れ
を
押
し
て
記
録
と
し
て
後
世
に
残
さ 

 

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す｣ 

 

｢吉美会」で歓談する岡崎氏と 

 土光敏夫氏(中央)   19７８年 


